










要約:  児童相談所が複雑多様化した児童の問題に対してこれまで以上に機能を発揮して

いけるための方策を、仙台市児童相談所の取り組み・歴史を参照しながら、主として学校

現場との連携を中心にして考察することを目的とする。児童相談所においても総枠での人

員増が極めて困難な中で、現実的な方策として、出向教員・関係機関との生きた連携・人

事交流の 3点を提言する。


